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知らない所へ行ってみたい
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連れて行ってくれる

海外留学希望者のインターネット活用法 かなり難しい入門書？

Steve Rimmer著
望月美英子訳
翔泳社発行

313頁　2800円
ISBN：4-88135-267-9

『インターネットの歩き方』

電車の時刻表や旅行のガイ

ドマップを読んで旅行へ行っ

た気分を味わう趣味があり、

紙上旅行というらしい。イン

ターネットの世界を紙上旅行

するときに携帯したいのが本書

である。タイトルもそうだが、

装丁もモロに有名な旅行ガイ

ドブックの「地球の歩き方」

を意識している。原題が

「PLANET INTERNET」なの

で、かなり意識したのだろう。

内容はインターネットのガイド

ブックとして、カテゴリーをア

ルファベット順に並べ、ニュ

ースグループ、FTP、メール

アドレス（メーリングリスト含

む）、Gopher、Fingerのアク

セス先と内容が載っている。

この種の本の大多数が電話帳

のようで、アクセスしてみない

とつまらないものだが、さすが

にガイドブック風になっている

だけあって、読んでいても雰

囲気が味わえる。実際の旅行

のガイドブックにつきもののお

勧めマークも「心休まる場所」

「内容的に問題のある場所」

「エロティックな内容の場所」

と分けてある。「内容的に問題

のある場

所」のマークが

ある場所は、別に治安

が悪いわけではなく、不適当

な発言をすると過激に反論さ

れるような初心者向きではな

い場所のこと。このような本

では珍しくWWWを取り上げ

ていないのが少し寂しいが、

その分を差し引いてもこの本

で次に訪ねる所を探すのは楽

しいだろう。 （菊地）

『インターネットで
留学実現』

インターネットの本といえ

ば、ビジネス本か技術本と相

場が決まっていた。しかし、

この本は留学を希望する非コ

ンピュータマニア向けの本であ

る。留学といっても英語を母

国語にする国、とくに米国の

学校を中心にしている。留学

を希望しても、学校案内や手

続き、資料の請求などの事務

手続きが面倒であるわけだが、

それにインターネットを使おう

ではないかというのが本書の主

旨のようだ。WWWで学校案

内をブラウズしたり、Gopher

で資料書類を探したりできる

ことを説明し、実際に集めた

資料を実例に挙げている。技

術的な説明は抑え、どの学部

の資料はどの辺りにありそう

だといった検索の目安になる

情報が主体となる。後半は、

留学体験者が留学にはパソコ

ンが必要だと語る記事や、こ

れからパソコンを買う人へのア

ドバイス、Yahooから探し出

せる世界のWWWサーバー設

置大学名のリスト、商用パソ

コン通信で利用できる有料デ

ータベースの記事と続く。残

念なのは、WWWサーバー設

置大学がURLで記載されてお

らず、大学名のみになってい

るので探すのが大変なことだ。

欄外の記事はおもしろい。ど

こそこの国のサーバーは英語以

外で表記されているらしく文

字化けしたとか、アクセスに4

日かかったとか。行動派留学

希望者は読んでみるといいだ

ろう。 （菊地）

『インターネットが本当に
使いこなせる！
for Macintosh』

カメラの本のようなカバーデ

ザインにビジネス書のようなタ

イトル、帯には「“インターネ

ットのプロ”最先端の技術者

がおくる究極の手引き書」と

ある。目次に進むと、インタ

ーネットの概要、展望、現在

のサービス、Macintosh用イ

ンターネットソフトの使い方が

説明されることがわかる。マ

ックユーザ－のためのインター

ネット入門書かと思うとそう

でもなさそうだ。Part１が始

まって数ページ目でいきなり

TCP/IPのプロトコルレイヤー、

インターネットアドレスの話

が展開している。これに

ついていける読者なら

インターネットを

すでに使いこな

しているの

ではと思っ

てしまうほど

だ。このあと

もTe leSc r i p t やMBone、

Magic Cap、PGPやPEMの

専門用語がポンポンでてくる。

追い打ちをかけるようにPart 4

のネットワークサービスを紹介

する章で使用例として取り上

げる機種がSUNワークステー

ションになっている。また、

Part7のCU-SeeMeの説明で

はリフレクターやnv、vatの説

明上SUNワークステーション

ベースでの説明。Macintosh

しか知らない読者にはチンプン

カンプンだろう。もしかしたら

この本のタイトルは、「全部読

み終える技術レベルがあれば

Macintoshユーザーとしてイ

ンターネットは使いこなせてい

るだろう」という意味かも

しれない。（菊地）
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『Casting
the Net』

副題に「From ARPAnet to

The Internet」とあるように、

本書はインターネットの歴史

について書かれており、インタ

ーネットの母体ともなった

ARPAnetの誕生から、現在

のインターネットまでの歴史が

詳しくわかるようになってい

る。

まず、それぞれの年代の歴

史的事件（もちろんコンピュ

ータネットワーク分野について

の歴史）を最初に年表として

あげ、そのあとで、それぞれの

歴史の背景や詳しい事実、お

よび関連するコンピュータプロ

トコルの開発経緯について述

べてある。日本についていえ

ば、JUNETやWIDEに関する

記述も出ているが、この辺り

は前に紹介した村井純先生の

書かれた『インターネット宣

言』のほうが詳しい。

全体的に見ると、単なる歴

史の読み物ではなく、各種

TCP/IPプロトコルの開発経緯

をメインとしているため、内容

的には技術者・研究者向きの

文献と言えるが、パケットの

フォーマットのような細かい説

明はない。逆に開発を担当し

た人へのインタビューや、

RFCや電子メールのメッセー

ジを多用しているため、シス

テムにそれほど詳しくない人で

も理解できるだろう。

なお、まえがきはTCP/IPの

開発者であるVinton G. Cerf

が、また、シリーズのまえがき

はJohn S. Quartermanが書

いている。 （鷺谷）

『The Internet』

表紙に「The Official Book

of the Public Televison Pre-

sentationTheInternet Show」

と書かれている。どうやら、

海外のケーブルTV（？）で放

送されたインターネット入門番

組のテキストブックらしい。

写真が入ったフルカラーの

きれいな本で、書かれている

内容も、インターネットの入

門書としてはかなりレベルの高

いほうに入るだろう。説明の

文章も簡単な英語でわかりや

すく書かれているし、また、

用語解説もきちんとしていて、

立ち読みしていてかなり気に入

ったのでおもわず購入してしま

った。

内容は、「ネットワークと

は」から始まって、インター

ネットのセキュリティ問題、

基 本 的 な電 子 メールや

Gophe r、WWW、FTP、

WAISなどのサービスの紹介、

それにゲームやスポーツ、天

気、教育、政府、ビジネス関

連のどういった情報がどのよう

にしてインターネットで手に入

るかについての説明、さらには

これからのインターネットにつ

いての考察も掲載されている。

あちらのケーブルTVでは

「Magic

Link」の講

習会なども放送

していると聞く。日

本でも、NHKでインターネッ

トの紹介を見かけたことがある

が、それ用のNHKのテキスト

ブックが出ているのを見たこと

がない。きっと、これからが本

当のインターネットブームなん

だろうなと考えさせられてしま

った。 （鷺谷）

『E-Mailセキュリティ』

かつての人気TV｢サンダー

バード｣の一話に、ペネロープ

とパーカが実験的に銀行の金

庫破りを試みて、そのシステ

ムの安全性を確認するという

のがあった。セキュリティが絶

対に破られないことを証明す

るのは難しいらしく、破る方

法が見つかった時点でその方

法では技術的経済的に割が合

わないことを確認し、｢たぶん

このセキュリティは実用に値す

るだろう｣と判断するわけだ。

本書も第1部でいくつかの暗

号化システムを説明しながら、

セキュリティ破りがどのくらい

困難かを解説し、「DES」や

「IDEA」の暗号化方式や公開

鍵アルゴリズム、デジタル署

名の「RSA」や「DSA」な

どを初めてセキュリティに関す

る本を読む人でもわかる程度

に書いている。第2部では、

第1部で取り上げた技術を使

って作られた電子メールのセキ

ュリティシステム｢PEM｣

｢PGP｣を比較、さらに原点に

戻って攻撃法(逆説的に安全

性)を解説する。残りの付録は

｢PGPユーザーズガイド｣(94

年5月22日版)、PEMの資料

｢Privacy Enhancement for

Internet ElectronicMail:｣(93

年 2月版)のパート1～4と

｢RIPEMユーザーズガイド｣の

日本語訳。この部分の内容は

難しくなってはいるが、それぞ

れのシステムを導入する場合

には有益な情報だろう。第1

部、第2部、付録と段階的に

高度となっていくものの、読

者がそれぞれのレベルで理解し

やすいように書き分けられて

いる。 （菊地）
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技術的側面から
歴史をふり返る
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